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笑顔あふれる地域をつくる!笑顔あふれる地域をつくる！
リベラル新潟

〈令和2年9月16日～9月17日〉

令和２年９月23日

令和２年10月19日

視察
病棟の老朽化・医師の減少が経営に響く

赤字経営が続いているが、原因をどのように捉え、そして今後の考えは？
県立吉田病院・看護専門学校

現在の県央地域での病院間の連携は密
３年後の県央基幹病院を踏まえ今後の加茂病院の役割はどう考える？
県央基幹病院の経営母体と運営方針が決まらないと役割分担は決められない。県央基幹病院の診療科目など専門
医の配置が決まらないと検討のしようがない。現在の県央地域での病院間の連携については院長が大学の同窓と
いうこともあり、意思疎通は充分できており連携は密である。

県立加茂病院

慢性期医療への対応など緊密に連携
上越地域の病院の連携や役割分担、職場内の運営については？
上越病院長会をとおして救急医療やリハビリなどの慢性期医療への対応など、緊密に連携している。
職場内の運営については、看護部長が率先し看護師の研修を行うとともに、院長が率先して職員からの提案を引
きだすなど職員の自主性の育成に努めているところである。

県立柿崎病院

働き方改革への対応に課題

病院の意識改革が必要

連携の必要性と虐待相談についての考え

大学院の役割と教職員の確保について、県立看護大学大学院
は、働きながら就学する制度であるが課題はなにか
看護師という専門職であり日常フォローアップすることが必要である。
大学院を希望する看護師の所属する病院の意識改革が必要と痛感している。

病院経営の課題は？
近年の「働き方改革」により救急医療など急性期医療が勤務時間に収まらない状況で
課題となっている。また、医師が新潟市に遍在しており上越地域において医師確保が難しいことから、医学部の地
域枠入学の学生については、診療科選択に制限し地域医療に従事する医師の確保が必要である。

県立中央病院

県立看護大学

地域児童相談所

　瑞祥橋は平成25年に新潟県として事業化され、その時点では平成31年度末開通予定と説明し、
平成29年度までは平成31年度末の開通予定と説明されていました。しかし、工程の見直しにより
平成31年度末の開通が困難となったため、平成30年の工事説明会で開通予定を平成33年度末に変
更することを説明し、平成30年から令和2年の3年間、工事説明会で開通予定時期を令和3年度末
（令和4年3月末）との説明がなされました。川の水が多い時期や農繁期にはできない工事もあるな
か、令和3年度末（令和４年３月）の供用開始を目指して、現在の所ほぼ予定通り順調に工事が進んで
います。（※各工事の進捗状況等により、工事時期が前後する場合があります）
　これから、11月に橋桁の設置に伴い、大型のクレーンを使った作業に入り、橋梁上部工と同時に、護岸工を施工しますので新
しい橋の姿がイメージできると思います。並行して左岸側では道路改良工・舗装工を進めていきます。
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新型コロナウイルス感染症の影響と、消化器系医師・外科医師の減少が患者数の減少に大きく響いている。また、当
病院は「人工透析」「小児医療」で地域に貢献しているが、診療報酬が低い診療科であることも赤字経営の原因と考え
ている。吉田看護専門学校では、教員有資格者の教員の確保が課題である。

長岡児童相談所 上越児童相談所
困難な状況にある児童生
徒への対応は学校や児童
相談所だけで十分か
それぞれ個別の背景がある
ことから、どこまで誰が行う
のか、児童相談所、学校、市
町村との連携が必要である。

他県において深夜虐待の相談を受けた児童相談所が警察に
行くようにと対応したことに、批判が集中したことについて

専門職員が当直しておらず県内でもあり得る状況である
と考えているが、当所では、このような場合上司に連絡す
ることになっており、警察へのたらい回しはない。
警察のように24時間対応するために、宿直時に専門職員
が対応できるよう職員の増員が必要と考えている。

県内の虐待の状況について
夫婦喧嘩・DVなどの事案
で、警察から同道を求められ
るケースが増えている。近年
コミュニティーの持つ力が
落ちており、家族関係が脆
弱化していると感じる。
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建設設公安常任委員員会会

令和２年９月23日

新潟県工業技術総合研究所
素材応用技術支援センター

刈谷田川土地改良区

前回は国営事業を視察しましたが、今回は県営事業を視察し、老朽化
の進行と施設維持の課題について説明を受けました。

見附市にある素材応用技術支援センターを
視察。施設内を見学し、業務内容と補正予算
に計上された、施設修繕について説明を受
けました。

視察

●小泉勝「県政レポート」は見附市内に新聞折込などでお届けしています。ご近所でご覧になっていない方がおられましたら
　小泉事務所にお知らせください。

《9月9日》道の駅あらい《9月9日》道の駅あらい《《99月月《9月9日》上越運送株式会社《9月9日》上越運送株式会社《《99月月月月99日》上日》上《9月9日》コベルコ建機日本株式会社《9月9日》コベルコ建機日本株式会社 《9月10日》えんま通り《9月10日》えんま通り

〈 瑞祥橋架け替え工事についてご報告 〉

〈令和2年9月9日~9月10日〉

https://www.pref.niigata.lg.jp/

①コベルコ建機日本株式会社
   上信越支社新潟営業所
　・建設業のICT普及に向けた取組について
　・施設見学

①コベルコ建機日本株式会社
   上信越支社新潟営業所
　・建設業のICT普及に向けた取組について
　・施設見学

④ロッテアライリゾート
　・リゾート再興の取組について
　・コロナウイルスの影響と取り組みについて
　・施設見学

④ロッテアライリゾート
　・リゾート再興の取組について
　・コロナウイルスの影響と取り組みについて
　・施設見学

②上越運送株式会社
　・ホワイト物流の取組について
②上越運送株式会社
　・ホワイト物流の取組について

③道の駅あらい
　・道の駅機能の強化に向けた取組について
　・現地視察

③道の駅あらい
　・道の駅機能の強化に向けた取組について
　・現地視察

⑤柿崎地域振興局
　・えんま通りまちづくりガイドラインに基づく、
　　えんま通り街路整備事業について
　・現地視察

⑤柿崎地域振興局
　・えんま通りまちづくりガイドラインに基づく、
　　えんま通り街路整備事業について
　・現地視察
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